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1 素材の静的粘弾性補遺 (応カー歪図を除く)

2 木質材料の静的粘弾性補遺 (応カー歪図を除く)

3 素材の動的粘弾性補遺 (応カー歪図を除く)

4 木質材料の動的粘弾性補遺 (応力-歪図を除く)

5 木材の水分応力 (Ⅱ)
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(註 1)表 9-2の水分歪の欄において,無負荷下での膨脹,収縮すなわち,自由膨脹,収縮をとりあつ

かったデータは割愛した｡

(註2)同欄における外部変形歪とは,供試材の外形の寸度変化,反 り,波 うち等の変形をいい,そのう

ち特に表面形状の変化は割れ,コラプスの項目に収めた｡

(註3)表中の生材とは,広い意味で伐採後,乾燥その他の処理を加えていない材をいう｡

(註4)測定方法において, ｢測長｣とは材の測点間を測った時,また ｢板幅測定｣とは供試材長さを測

った時とし,両者いずれか不明の時は ｢板幅測定｣として統一した｡ ｢波 うち高さ測定｣とは波 う

っている単板に低圧で負荷した時に示す波の高さを測定するものをいう｡

(註 5)供試材の欄において⊥とあるのは,測定方向が接線方向か,半径方向か不明で繊維方向に垂直な

場合である (クは織維方向に平行)｡ また,供試材が --ドボードでその測定方向が∠ク,⊥,T

などとあるのは,それぞれ抄造方向,抄造と垂直方向,厚さ方向を表わすものとする｡

(註6)*印は推定値を示す｡

(註7)表および文献中の記号は本資料 Ⅰ (木材研究 No.34,1965)の前文を参照すること｡

表 3-3

素材の静的粘弾性 補遺

応力緩和

歪,応 力 依 存 性

ク リ ブ

A162(1,2).B-47(2-10).C101(14-16).G-4(1-4,6,7).
G-5(3-ll,13,14). I1103(1-3). I-048(2,4).K-010(2).

水分 (溶液
吸収)依存
性

平 衡 I 事K-010(2).

非平衡 l 1A(# 2去)1T3E)二39Bf苦言.(2I)二1.C3~?壬烏 号:15I)二1.D4752～68)(チ～.6㌔ (Dlラ926

平 衡 t lA-60(3-ll).D-126(1-6).D-026(27,28). Ⅰ-104(9).
温度依存性

非平衡 】 FI-105(2-5).

*木材物理部門 (DivisionofWoodPhysics)

**農林省林業試験場 (TheGovernmentForestExperimentStation,Tokyo)
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木 材 研 究 第43号 (1968)

表 4-3

木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 - ク リ プ

蛋, 応 力 依 存 性 IK1014(6). IK-014(5).

水 分 (溶液吸収)
依存性

表 6-3

素材の動的粘弾性 補遺

歪, 応 力 依 存 性 岳A-61(2).

水 分 (溶液吸収)
依存性

温 度 依 存 性

表 7-3

木質材料の動的粘弾性 補遺

歪, 応 力 依 存 性 IA-61(1-6).

水 分 (溶液吸収)
依存性

温 度 依 存 性

平 衡 ⊆E-40(4,6-13).

表 9-2

木材の水分応力 (ⅠⅠ)

膨 潤 戟 煤

応 力
(補遺)

外 部 変 形 歪

Ⅰ-022(3).
K-014(7,8)
ら-04(1,4,5,6).

B｣)5(2,3).ll)1
(1-8).Ⅰ-02(2,

～16).Ⅰ-08(1-6
8-10).Ⅰ-011(1)

Ⅰ-041(2-12).

A-03(8-ll).A-015(5,6).A-017(2,3).A -018
(1-4).B｣)5(2,3).B-019(6).B-020(1,3-7)
B-025(4).C-01(10,13).C-014(16,35,40,41).

3).Ⅰ-04(7-10,14iC-017(6,9,ll).D-02(10-12).D-010(5).Ij-

022(3).Ⅰ-029
4,7,8).I-040

J
▲4

'
-
･
!
3
)

l

I
(
雄
雄
幻
K
(
n
P

8-14).Ⅰ-048
7).K-03(1-

K-07(4-6,8).
-010(7).K-013
3,9-12).0-05

0-014(3,4)
-029(6, 7)

011(1-17).D-012(10).D-022(10-15).D1025(7)

D-026(3-13,31,32).D-030(4).D-031(3-5).
E-03(9,10).E-04(14).E-07(8-12.14-16).E-
010(5).E-017(1-5,7-12).F-03(ll).Ⅰ-08(1
-6,8-10).卜017(1).Ⅰ-029(5).Ⅰ-030(7-9).
I-040(6,8-14).I-046(1). L-05(1-7). L-06
(1-4).L-07(1-3).L-010(1-7).0-03(4- 7) .

0-05(D.0-014(3,4).p-029(6, 7) .
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山田他 :木 材 力 学 資 料-Ⅳ

潤 l 乾 燥

内部残留歪
歪

A-03(13).A｣)5(2).B-06(9,ll,12,14,16).B-07(18,19,
21,23,24,27,28).B-08(36,37,39).B-09(44,47,48,50,52-
54).B-010(67,68,70-72,74-76,78,80,81,83).B-012(89,
90,92,93,95,96).B-014(9,10).B-015(5).B-016(3-8).
B-017(1-3).B-021(6).B-024(1-3,5,6).B-027(57,58,
60,61).C-02(17-20,24,25).C1)12(5-19,21).C-014(12,
17,18,38-41).D-018(4,6).D｣)26(16-18,20-23,25,26).
E-03(5-8,ll,12).E-04(2-9).E-010(3,4,7,8).El)ll
(4-6).E-025(7,9,10,12,14,15).E-031(ll).E-044(5-

7).F-01(5-9,ll,14,15).F-03(6-10,13-19).H-02(1,
9).S-01(3,4)

割れ,コラプ
ス

A-013(2-4).A-015(1,3).B-021(8,9).C-016(3).
028(12,13).E-09(1,2).E-021(5-10).E-026(2-4,6,
E-029(1-7).E-030(1-8).E-032(5,6,9,12).E-037
-7).E-047(6-9).E-048(1,2).E-049(2-5).E1050
5).1138(1,5-8,ll,12,14-16). Ⅰ-039(1-3). p-08
4,8).p-09(1,2,4,5,8,9).p-028(1)

一
･l

J
'

D
の
(
n
C3

表 11

(a) 素材の静 的 粘弾性 補遺

クリープ- 蛋 , 応力依存性

亘 = 小 県 性 l応力また は 歪
l含水率(%)極 度 t時 間 処 理

クリープコンプライ
アンス,緩和弾性率

30士loC ～ 500分

1cm当りの幅反り量
一薄板重ね合わせ数

R方向加圧下におけ
るT方向の変形速度
一加熱時間,含水率

曲げ (⊥)
(糟 g/｡m2)

無 処 理 , ポ リ

エ チ レ ソ グ リ

コ ー ル 処 理

無

圧縮 (R)

(E3ikg,cOde～)辛-0%m･3115oC

loblollyplne,
shortleaf
pine

B-47Fig.5に同じ

箔 謂 勘 縦振動 (L) ∫(気乾)*
eastern
hemlock

一年輪内音速
分布

蘇
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木 材 研 究 第43号 (1968)

G-4
Fig.4

樹 種

easternspruce(0.
42-0.45)redalder
(0.35-0.37)loblollypine(0.43-0.51)easternhemlock(0.

39-0.44) sweet
gum (0.35-0.49)
redspruce(0.44-

0.51)

〟

】

*

亘

≠

i

--■--･

特 性 岳応力または歪

音速変化率-収
量

告 T潮 目 i

l性率
:一収量

痕亘面両 面汗盲廟
維弾性率の増加リグニソ弾性率

栄処理繊維画蜜奉

ヾヽノ工-∴11､‥:1
崖3

LT)
bL

G
Fi

4

¶

5

巨

■肯

Ⅰ-103
Fig.1

クリープ曲線

縦振動 (L)

(縦 振動, L)*

ク1)-プ速度一
応 力

温 度 】時 間 【処 理

(遊
芸
_
Fi4e
g
s･/
1
(
Lii8
)12
)L竺竺工竺

(iyfes,3(Op～m5,9)
ク1)-プコンプ

ライアンス-時間
守;.∵;=...･
≦シ′フ トファ クタ】㌢一二

1-応力

クリープ回復曲線

ti

J--‥･-

′′ ′′

r

l
aq
無

-e4S9,I
(gp～m
l,
9
2
･
2)
i

〟
j
〟

永久変形
- 応力

弾 性率
一初期応力

弾性率 -永久変形
Sp柑GELBERY
のデーターと

宣 efer

㌔

il:gl.032⊆

i這.033i 〟､

Ⅰ-048

Fig.2
R otb uc h e

(0.66- 0 .69)

【

〟 〟

ク リープ曲線

/′

霊力- クリープ 昔 縮(Rl,T)

ク リープ回復曲
級(6回繰返し)

圧縮 (R,T
(比例限応
%負荷)
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山田他 :木 材 力 学 資 料- Ⅳ

樹 種 】特

Rotbuche
(0.66-0.69)

性 】応力または歪 恒水率(%)iF温 度 II時 間 処 理

クリープ回復 曲
線(6回繰返 し)

クリープ回復曲級

圧縮 (T)
(比例限応力の

50%負荷)

無,温水(95o
C)中,1,3,6,
12,24,48時間
浸漬

1

20oC 序 144憾 oTBFHF3Bq海

クリープ- 水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

樹 種 極 性

K-010Fig.2 クリ-プ 回 復 曲線
応力または歪 i含水率(%)属l 度 1時 間 声 処 理

～1440分

～720時間,25%
NH3溶液浸漬

クリープ- 水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

座 種 】特

ヒ ノキ l緩和弾性率

D-126
Fig.1

D-126Fig.3
D-126Fig.4
D-126
Fig.5

D-126
Fig.6

性 !応力または歪 F含水率(%)

携 り (RT)

ク リープコンプ
ライアンス,緩
和弾性率たわみ,含水率
一時間

R方向加圧下に
おけるT方向の
変形 一時間
R方向加圧下に
おけるT方向の
変形速度一加熱
時間,含水率

クリープ曲線

たわみ一温度

たわみ一含水率
たわみ-温度

たわみ
一含水率差

たわみ一温度

曲げ (L)

1%m.C.
42-56%m
c.,1ご42-
56%m.C.42-56%m.C.,42-56
-1%m.C.42～56→1%m.C.

温 度 座

30±loC ～180分
～300分

圧締 (T)

願 kgO,･C3m-2)lF-Fk乾)*

圧縮 (氏)

ぼ 霊 g/oc釣
曲げ (L)
儒5115600孟Li3'く)

//

D-126Fig.1に同じ

D-126Fig.3に同じ

- 21-
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諒~~-@T~遠山N-~~~~~~一首-T表示~這遠 ｢含水率(%)極 度庵 融 処 理

E-39Fig.1

Ⅰ -103

Fig.1
Ⅰ-103Fig.2

圧縮 (R)
ク1)-プ曲線

′′ ′′

応力-クリープ上⊇..ttL

Roト tク 1)-プ回復 曲
buchel線.含水率-時間

1

〟

〟

リープお

(
荷重
0-20kg/
巨鯨て哀う

壁C
㌦

ぼ男｡kg/｡m2)
L輔占L(R,TY

30.6211.65%
ピ1)ジソ濃度

生材-絶乾 t 20oC

無

～420分弓 //

絶乾-生材 5〟 さ～1420分1 〝

～420分
～1420分

生材-絶乾

躍男｡kg/｡m2日 轟釜二塁芽

横圧縮 (T,R )

(雷雲あ誌男限 )
0%m.C.
-飽水

U ,E 60oC

よびl曲げ (L)
ク1)-プ回復曲
級 (P/最 大縁応力)

0ご93%R.H. ～28日,
6.5,14回

クリープー 温度依存性 (平衡)

樹 種 1! 特 性 l 応力または歪

.? 3ん .3*7,+ ,-プ曲線 鷹 i.k8gk,gc,-cL2)FAi-g?30-は 3ん .3*7,+ ,-プ曲線 ~惜

合~60_ .′′

Fig･7∃(〟)-9.
描 0,号｡ 〟 )

′′

ll ,

FDi-gt216は -.㌫ .7品,

FDi-gt2261 〟

･

-･‥-

｡1
1j･

D-026
Fig.27

含水率(形)Ⅰ温 度 l時間l処 理

L
壬2803 日 50分

蘇

蔓蓋東表芸諾 象 t( :: )

クリープ速度
一時間

クリープ曲線

たわみ- 温度

た わ み-含 水率

たわみ- 温度

(雪空叢書一定と)
たわみ-含水率差

たわみ一温度

巨畑‥里甜

/′ 皇′′ //

50,60,弓～3000
80oC ;分

30-
1000分

〟 l 〟

〃

l

r

〟 1 〟

D-126Fig.1に同じ
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山田他 :木 材 力 学 資 料- Ⅳ

】樹 種i特

D -026

Fig.28

Ⅰ-104

Fig. 9

R otbuche

訂 千 五 霜 蒜 壷 !含水率(%)声

D-126Fig.3に同じ

I---- ∴ 言 ニ ーミ

度 i時間 岳 処 理

血二′＼ヽヽ
蒸煮処理
(3atti,3時間)

クリープ- 温度依存性 (非平衡)

樹 種 r特 性 !

Ⅰ-105
Fig.2

Kiefer
ク1)-プおよ
びクリープ回
復曲 線

応力または歪 l含水率(%)】温 度 l時間

0二一200C
4回繰返
し

処 理

～48
時間

20oC,60-30%
R.H.,6ケ月 ;60
-65oC,85-30
%R.Hリ120時間;
96-125oC,100
-20% R.Hリ24
時間乾燥処理

(b) 木質材料の静的粘弾性 補遺

応力緩和- 歪,応力依存性

樹 種 l特 性 l応力または歪
l含水率(%)極 度 】時 間 i処 理

K-014
Fig.6

パーテイクノレ
ボー ド 応力緩和曲線 7.7% m.C. 蘇

クリープ- 歪,応力依存性

蘇

(C) 素材の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

- 23-
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(d) 木質材料の動的粘弾性 補遺

蛋,応力依存性

毒 性 底 力またか主歪1含水率(%)庵樹 種

A -61

Fig.1タンギール2ply,0_46,0_48
弓タン′ギーノレ

)巨N曲線

第

忠
数

｢
曲
し

幅
変
返

振

2
線

み
第
の

わ

.で

た

1
ま

､)
′､
m
,＼/C

レ

6
00

′

.
4

.54

.

一

0
03

ギ

ーし八

宗

0
.
-8
2

′

ノー1
1--Ill

3
1錨

A-61

Fig･4i

Fig.5j
l

積層材
タンギール
2ply,
0.46,0.48

/′

〟 )

～

FAi諾 16∃( :I, )

重
溝

浮
は
]

労試験材の荷
-擦み曲線

5C

lo棟
盟

.u

-;'

1.･･
変南京正恵冴盲ー
荷重/破壊荷重,
曲げ強度,ヤン
グ率一擁み振幅

~-_,-_I_:: :~~
グ率-繰返し数 岳

残留緩和要素量
-繰返し数

･

㌻ l

鳥 [1-..1品 弓

処 理
右戻顧顧
脂接着,
カゼイソ
接着,酢
ビ樹脂接
着

′′

石炭酸樹
脂接着,
カゼイソ
接着,節
ビ樹脂接
着_._I__

〟

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

温 度 座 間 1処理樹 種 特 性

複素弾性率,動的

Fig･4日豊蓋=冒溜‖ 讐憲毎動的損失

共振周波数-含水
率

複素コソプライアソ
ス,動的コソブライ
アンス,損失コソプ
ライアソス-含水率

損失角一含水率
対数激衰率-含水
翠

複素 弾 性 率, 静 的
弾性率一含水率

複素弾性率/静的

弾性率一含水率

応力または歪1含水率(%)

曲げ(片持梁 )
0,40,100

% R.H .

し
〟 l 〟

′′

曲 げ (片持 梁
三点荷重)

蘇

〟 1 〟
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山田他 :木 材 力 学 資 料- Ⅳ

(d) 木材の水分応力 (ⅠⅠ)

膨潤応力 補遺

処 理条 件
測 定

方 法 F条 件 J 量

I-022
Fig.3

K-014
Fig.7

K-014
Fig.8

チップボ- ド

〟

l
閥 競 窟de,Phenol

歪 拘 束
-(飽水)*

20,100oC,浸水

0,5.7,10.8,13.1

%m.C.調湿

0,5.5,8.4%m.C.
調湿

0,5.7,10.8%m.C.

20oC,浸 水,～400分
0,5.5,8.4%m .C

20oC,90%R.H.
～500分

膨潤応力
一厚さ方向膨潤量

膨潤応力一時間

乾燥応力 補遺

供 試 材 ! 処 理 条 件

Rotbuche
Fagussylvatica
L,⊥

測 定

方 法l条 件 l 量

生材 (117%m.C.)
生材- -7%m.｡.Fl孟pOR応九 含水率~

100oC
～106分 木材中の試片採取

位置による相違

〟(130-120%m.C.)

生材-10-0%m.C.60～100oC
～106分

生 材

そり応力/破壊荷重
一含水率
( 〟 )
そり応力/破壊荷重生材→ (絶乾)*

60oC
～106分

一時間
( 〟 )

膨潤- 外部変形歪

文 献』供 試 材

パーティクルボー ド

合 板
(⊥,クク)

B-05
Fig.2

処 理 条 件

片面ビニールシート
接着

片面メラミンプラス
チック板接着

〟
フ ナ

(FaguscrenaiaELUME,T)
ヒノキ
(ChamaecyparisobtuseSIEB.etZUcc.)
カバ
(Beiula, T)
ナ ラ

(QuercuscrispulaELUME,T)
アカ マ ツ

(PinusdensifloraSIEB.etZUcc.,

Buche
(Fagus,T)

無処理,蒸煮(0-
3atti,1-3時間)
-10%m.C.-.･,0%m.C
室温 60,105oC

測

方 法!条

矢高測定
(スパン

100cm)
及び計算

計算より

矢高測定及び計算

歪拘束
板幅測定

件

75- -95%m.C.
20oC
～31日

80日
経乾こ=二二飽湿

80日
4回繰返し

定
f∃.
早.

重量増加,そり一
時間

そりを求める係数

吸湿量,そり一
時間

伸縮量一関係湿度
(歪拘束の影響)

収縮量一関係湿度
(収縮部分のみ)

0→～64%m.C.
浸水,～720分

- 25-

膨潤量,膨潤応
カー浸水時間
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Ⅰ-02
Fig.2

供 --.-,,
_

I
i材

lt

試

Buche
(Fagus,R)

力
メ
t
l
判じ
一

無
弘
1
室

■.--
-､

煮
時

↓

∴処
Htll
10

lit.:i.:r ;'･::.:I. T･tl･ll)T･
(PinussyllJeStrisL.,0.52,T,450,R)
Eiche
(QuercusroburL.,0.62,rr,450,
Rotbuche

葛(FagussylvaticaL.,0.65,T,450
Ⅰ-02Fig.3 〟

Fig.8HFagus,0.65,T,R)

Fichte
(Picea,T,R)

Birke
(Betula,0.60,T,R)

描 ｡!?Fabguucs?e..68,T,R)

去詔 6i 〟
弓

Kiefer
(Pinus, 辺 材, T )

〟

( 〟, 〟 ,氏)

′′

( 〟, 〟,T,R)

ii-g?111I眉 te;rs･o･48,辺材)

チップボード

パーケッ ト
(Buche)

C

I,

I.:'･.
:

測 定

法 L条 件 弓

歪拘束
板幅測定

0→ ～64%m.C.
浸水
～720分

量

膨潤量,膨潤応
カー浸水時間浸水

20- →97→20oC→
168時間 30分 30分

絶乾

歪拘束
板幅測定

′′

浸水,～48時間

〟 § 〟

絶乾- -
浸水,～2.5時間

浸水,～20時間

歪拘束,無拘束
1.5,10.5%m.C.調湿

〟

1.5,10.5%m.C.調湿

0%m.C.調湿
加圧(0-30kg/c m 2)

0,15% m.C.調湿15% m.C.調湿

加圧(10,20kg/cm2)

絶 乾

Carbamide,Phenol
樹脂接着

パーケットにコン′ク
リート板接着
8%m.C.調湿

〟

歪拘束
板幅測定

膨張率一時間

(窟慧詣 拘束)

〟

問2%匠の影響
膨潤応力,歪一

時間

･3･'55-識 55%?R-.･B･.LF膨脹率-含水率
卜 500分)* i

膨脹弾性部分-

膨脹率

弾性膨潤歪一

20oC,85%R.H.1膨潤応力
喜 %m･C･- →
20oC

O岩==±(飽水)*
105oC

加圧下,3回繰返し
2UoC

0,15%m.C.≡(飽水)*
1050C

3回繰返し

15% m.C.こ=ゴ(飽 水)*
105oC

加圧下,3回繰返し

20OC,浸水
～240分

- 帆-(飽水)*
20,100oC,浸水

/ク ~~~~~~'~~s
板幅測定

矢高 測定
(スパソ

960mm)

- 26-

-14%m.C.

膨潤応力,含水
翠,収縮率-
時間

膨潤応力,膨潤
量一時間

膨潤応力-厚さ
方向膨潤量

膨張率-時間
(組合せの影響)

8-う 14～16%m.C,弓号P r(_t%野による)一時間
/パーケ ッ

20oC
90%R.H.
～400時間
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供 試 材 処 理 条 件
測 定

方 法 † 条 件

合板(Buche)パーテ
ィクルボ-ド,コア
～ボード,塗装合板

20oC,65%R.H.
で調湿

矢高測定

去i-g?4針 合板 (Buche)

55oC,20%R.Hリ～290時間

40oC,93%R.H.,～410時間

15.土日.

ボードのそり
一時間

- 一十→ - →
40 58 40oC
92 18 93%R.H.
～104-64 -96時間

Ⅰ-040
Fig.9
～ll

パーティクルボード
(3層)

〟

39,40 54,55oC
92,95 20,20% R.H.
～96 -158,-168時間
) ) 1-Ill--I
40 40 53oC
85 95 20%R.H.
～50 -46-175時間

ボードのそり,
含有水分変化
一時間
(乾燥条件に
よる影響)

E - =⊆岩
40 55oC
93 20%R.H.
～96 -175時間
→ - 一一う
40 54℃
93 21%R.H.
～96 -168時間

Ⅰ-040
Fig.14

Mosaikparkett
-Tafeln

〟

飽水 (180oC)

Ⅰ-048
Fig.6 FagussylvaiiaL,

0.66-0.69,T,R

- =Ⅸ
40oC
92%R.H.
～45時間
- 一十 - →
40 54oC
80-95 22%R.H.
～72 -32時間
岩⊇==】 - ==E
40 54oC
95 22%R.班.
～72 -32時間

飽水-圧縮 (比例限応力の50%)除荷
6回繰返し
飽水-温水95oC浸漬(24時間)→ 絶乾

飽水-温水浸漬
蘇,除
回繰返

絶乾-90-100%m.C.20oC
浸水
～4320分

圧縮積層材
Zeder,Tanne,
WalnuBbaum

6,12%m.C.調湿
熱圧 (200-2200
psi)

〟
(〟,〟,〟)

6,12%m.C. -
24oC

6,12,18%m.C.調湿
熱圧 (200-2000psi)

膨脹率一含水率

膨脹率一圧締力(含水率および
20-100%R.H.1湿度の影響)

6,12,18%m.C.--
24oC,20-100%R.H.

〟

膨脹率一含水率
(圧締力の影響)

厚さ変化一圧締
刀
(含水率の影響)
そり一時間
(樹種および比

重の影響)･欠高測定)*庭二 .
そり一生材比重
(処理時間の影

響)

･欠高測定)*庭 R完 .

そり一時間(構成樹種の影
響)

- 27-
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アンモニア処理削片-140-200oC熱圧,無処理削片-
170-220oC熱圧

12% m .C.調湿

FKiJg?19脛 監)

FKi-g?13ヨフラッシ-ドア-
l

K-013
Fig.9

K-013
Fig.10

K-013
Fig.ll12

0-05
Fig.1

0-014Fig.3,
4

p-029Fig.6
p-029
Fig.7
A←03Fig.8

〟

〟

(表層-繊維 板)

′′

(表層- 繊維 板合 板)

beech

(BFLaUgMuES,Cie,n4ai55)

(Fagus,.R,T)Scotsplne
(Pinus,R,T)

素材,ミクロ トーム切片(L)

素 材

ブナ

(ELaUgMu芸,cqe,nRaia)

法

板幅測定 24時間浸水

欠高 測定 i20oC,65,%R.H.(下面
100%R.H.)

ー==岩コ

12% m .C.調 湿

r
･′′ /′

7%m.C.調湿(25cc ,

30%R.H.)

絶 乾(25oC,0% R.H.)

12.2%m.C.調湿
(25oC,60%R.H.)

絶乾 (1CGoC, 炉乾)

77oF,45%R.H.で調湿

飽 湿

脱 リグニン処野
ソ含有率8%)

ー

こ

リ
･し

20oC,65% R.H .(下面
100%R.H.)

′′

量

膨脹率-熱圧温皮
たわみ-板幅

たわみ頻度分布
(実地試験)

たわみ-さん(長
さ方向)減少率

た
方

i

-

.---1

わみ-さん(幅
向)減少率

60%R.H. 90%R.H.
7- - 20 ∈=± 12 ∈:==± 7%m.C.
90%R.H. 90%R.H, 60%R.IL

25DC 2回繰返し

C- → 12- →
60%R.H.90%R.H.

60%R.H. 30%R.H.
20 こ=± 12 2 7%m.C.
90%R.H. 60%R.H.

250C 2 回 繰返 し

12.2- → 20.2- - -) ll.9- -
90% R.H. 60% R.H . 30% R .H.

7.0- -10.4- -19.7--I,12,0,0,0'm.C.
60%R.班.90%R.H.60%R.冒.

～11ケ月

25oC,90%R.H.
0ー_二 二二二20%m.C.

100oC,炉乾
10回繰返し

長

(測長より計算)*

無処理材(29,26%m.C.)
生材
85-97%m.C.調湿
63-64%m.C.調湿

10-110%m.C.
調湿

板幅測定

45右=±90%R.H
N100日

30%m.C.ご 絶乾

32-26%m .C.ご絶乾

生材
85-97%m.C
63-64%m.C-10%m.C60～110oC
10-110→10%m.C.

80oC

縮

!
係
度
歪
束
影
)

伸
率
閑
湿
(
杓

の
響

伸縮量- 日数

フィブ リルおよび細胞に現われる努断歪,収縮率(膨
脹率)-含水率
フィブ リルお よび
細胞に現われ る葬
断歪一含水率

セッ1､量一平均乾燥速度

セッ ト量-初
期含水率

生材
60-80%m.C.

-10%m.C.
110～10oC

セッ ト量一乾
燥温度

幅ぞ り一乾燥
温度
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供 試 材

A-015
Fig.5

A-015
Fig.6

A-018
Fig.1

ロータ1)-単板
(ブナ,T)

測 定

条 件 l 量

飽 水
波 う ち高
さ測定

アカマツ

飽 水- - - -
130oC (放置)
10分 3日

飽水材木口処理

(慧㌍ >gv'./7_1,g&,Rb,*..･鮎 染み,)

蓋T･)'1152･200% 畢 角

生材 (80% m.C.)

A-018
Fig.2
A-018
Fig.3

シラべ
(AbiesVeiichii)

115,200→25,20%m●C.
～250日

波うち量一荷
重

〟

亮で丸角,令
水率一時間(令
種旋回木理の
影響)

AM- - 20%m.C.
～ 230日

生材 (130%m.C.)

生材 (140%m.C.)

A-01 8

Fig.4

ヒメコマツ
(Pinusparviflo-
ra)

生材 (100%m.C.)

B-05
Fig.2

ブナ
(FaguscrenataBLUME,T)
ヒノキ
(ChamaecyparisobiusaENDL.,T)
カバ
(BetulaTauschiiKoIDZ.,T)
ナラ
(QuercuscrispulaBLUME,T)
アカマツ
(PinusdensifloraSIEB.etZUcc.,T)

ねじれ角,令
水率一時間

絶乾 こ ===± 飽湿
80日
4回繰返し

伸縮量一関係
湿度
(歪拘束の影

響)

収縮量一関係
湿度 (収縮部
分のみ)

-- 7.5,9.5%m.C.
2週間

// 】〈､【dユニー′~●ー′V L 〟
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処 理 条 件

B-020
Fig.6

B-020
Fig.7

合板

(言;,,莞訂 )

BIO25
Fig.4

p-タリー単

二:I-:

60時間

100 85 80oC
60→20→48時間
の心材を用いてタブスライ
ス単板オーバレイ合板製造

測
方 法 】条

上 述の合板 にラッカー塗装
(50oC,43%R.H.,334時間)

飽水 -4%m.C.
120oC,8分

飽水 -5%m.C.
120oC,15分

飽水- ---4%m.C.
130oC,8分

FCi-g?ll.htscI/hEaB茅aeetCyzPUacrci.S,abiusa)
飽 水,飽 湿

飽湿 (表面は
絶乾状態)

C-01 Fig.ll,
12よ り計算

波 うち
高さ測
定

製造直後

定

首IT…~~~一一一一.~一恵

- - 10.5% m.C.
(冷却)
12時間

4% m.C., 4% m.C.

5%m.C.,5%m.C.

4%m.Cり4%m.C.

測長 圭 絶乾,35oC

飽水,飽湿

C-014Fig.16C-014

Fig.35

C-014

Fig.40

生材 (65-100%
m.C.)

生材 (88%m.C.)

生材 (68%m.C.)

C-014
Fig.41

C-017Fig.6
C-017f

flig･91 (

D/-02
Fig.10
～12

〃
〃

Faguscrenata
BLUME,0.63,R

生材 (73%m.C.)

矢高測定

板幅測定

矢高測定

スライス
法および

板幅測定

15～20oC
55-60%R.H.,7日

15-20oC

55-60%R.H.,7日

15～20oC
55-60%R.Hリ7日

表面収縮率一
厚さ

-0%m.C.
35,55,75,95oC

の収縮率-収
縮力および加熱時問
に関する係数(A)
幅ぞ り-髄線角度
(乾燥スケジュール

の影響)
生材- 7-12%m.C.

生材- - 10%m･C･川又縮率,幅ぞ り,ね

～130時間 iじれ,含水率-時間

三諒 二義 二 元 ㌫ 二嘉壷11遠 哀二言嘉壷
(slicing)

生材-73-8%m.C.-絶乾

(slicing) (材切断の影響)

ーヽノ
〃
〃

/
し

生材-気乾→ -う 絶乾
生材(61.2%m.C.)

〟

) r60,20%m･C･調湿
] r

D-010
Fig.5

1
1⊥
｢⊥〟o

bb

D
Fi

Chamaecyparisobiusa
ENDL‥0.48′-0.55,良

カツラ

6006100:cILtt=干LE杢誓堅芝,正方形板の変形
〟

光弾性法

そりの曲線および板の
位置と反 りの関係,そ
りの矢高を求める係数

40oC,真空乾燥,～80時間

10.9%m.C.調湿

Cercidiphyllum japonicum
etZUcc.,0.37,R,T
シ′ナ ノキ

(TiliajaponicaSIMK.,
′､ノレニレ

730

UlmusdavidianaPLANCH.
japonicaNAlくAI,0.52,氏,
ヤチ ダモ

(F.excelsissimaKoIDZ.,

1
J

)

B

T

ES

R

vTar')

刀

R

950

25%m.C.
調湿

30

板幅
測定

収縮率,含水
率,乾燥応力
-時間

片面水塗布-20oC,45%R.H .

～104秒
2回繰返し

25%m'C 6̀-0=惑 1hO-OllOW Lf讐 蓋
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供 試 材 処理条件
測 定

方 法 1条 件 t 量

D-011
Fig.2

メラこ/ティ
(Shorea,0.39,R,T)
マン′カ1-シ′ノロ
(ShoredphilipinensisBRANDIS,0.39,R,T)
タンギール

(ShoreapolyspermaMEER.,0.54,良,T)
ラミソ
(GonystylusbancanusBAILL.,0.54,R,T)
バクチカ ソ

(Parashorea♪licataBRANDIS,0.57,R,T)
カブール
(DryobalanopsaromaiicaGARTN.,0.62,R,T)
アピトソ
(Dipterocarpus,0.70,R,T)
ク′レウイソ
PopulusXeuramericanaGuiniercvL6NS.,
(岩.75,R,T
マ トア
(PometiaacuminaiaRADLK,0.72,R,T)

D-011
Fig.3

D-011
Fig.4

D-011
Fig.5

Fig.1,2の供試
材 (R, T )

25%m.
C.調湿

板幅
測定

25%m.C.- -.- - 絶乾
60 80 100～1050C
24時間

圧縮,引張
セットー乾
燥温度 ー
圧縮,引張
セッ トー初
期含水率

25%m.C.調湿
板幅測定およ
びD-011Fig.
1,2より

80,100 100 - 105oC

Fig.1の供
試材(R,T)

120-25%m.C.
調湿

120-25%m.C.- - -- 絶乾
60 80 1 0 0 ～1050C

24時間

Fig.2の供試材
(T)

65-25% m.C.調湿
65-25%m .C.- - 絶乾

100-105cc

D-011
Fig.7

Fig.1,2の供試材
(R, T)

圧縮セッ トー
初期含水率

105-20% m.C.調湿

:ズナラ
Quercuscris♪ula
0.63-0.66,T

105-20%m.C.- -絶乾
100.～105oC

低湿度に対する
高湿度乾燥のセ
ッ トの比較

生材(70%-･C･鳩芸芸芋
70%m.C.-3%m.C.

板面凹凸量一
含水率 (乾燥
速度の影響)
幅ぞ り一切削
予定面の幅反
りの効果

生材- -9%m.C.
50,60oC

生材- - 9- -14%m.C.
50,60oC loo°

2週間
り
の
果

ぞ
面
効

幅
削
の

一非切
幅反 り

-9- - 14%m.C.
12%C.m.C.70oC IOoC
50,60oC 12時間 2週間

生材- -9 -→ 14%m.C.
50,60oC loo°,2週間

幅ぞ り一切削
面の放置 2週
間後の幅反 り
の効果

スライス
汰

葛…≡空 き 99%L cil｡%m.｡.

50,60oC

50,60oC loo°
t 2週間

伸縮歪分布

- 31-
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文 献 i供 試

D-022
Fig.14

D-022
Fig.15

D-025
Fig.7
-a

D-025
Fig.7
-b
D-025
Fig.7
C
D-025
Fig.7
-d

D-025
Fig.7
-e

D-025
Fig.7
-∫

D-0261
Fig.31

こズナラ
Quercus
crispula
BLUME,0.63
-0.66,T,R

処理条件
測

秦 .~~r--~~t~ ~~~-‥-t~甘

矢高測定

(S.W%m,｡.)Lit-, 4(6A.

i飽 水

ヤチダモ

(芸sT,xziTsieXCelsissima)

シナ
(TiliajaponicaSIMK.,⊥)

生材- - 9%m.C.
50,60oC

生材 -- -9%m.C
12%e.m.C.,70oC 50,60oC
12時間

生材- - 9- - - -14%m.C.
50,60oC loo°,2週間

生材- - 9- -14- - 9%m.C.
50,60oC IOoC 50,600C

2週間
生材- - 9- - 14%m.C.

50,60oC loo°,2週間
生材- - 9- I-,14- -9%m.C.

50,600C loo°,2週間 50oC
低圧下にお
ける単板重
ね厚さ測定

:- - - --

セソ E

(fTaarl竺 gynpaLFcubLci箭 KTI子KAII).E

1

〟 ∴

Kalop anax Dictum
∀ar. iyPicumNAKAI,

D-026
Fig.4

D-026
Fig.5

曲り-ス ト
リップの曲
りの効果

1些2=㌘=
スの曲りの
効果

飽水- - 5.8%m.C.
140oC,8分

画面二二二二二二二二元:
140 110oC
IO 13分

面束二二二二二二二二TIJ
llO 80oC
6 10分

j飽水 → → →
1 140 110 80oC

おどり量,おど
り倍数 (乾燥方
法の影響)

山Ljm叫%13

cm形4r:｢⊥

3 6 10分 【¶
飽水---- --7-13%m.C.

110oC
飽水-m--14-10%m.C.

140oC

0-30%m.C飽水･- ---I一l

- -10-30%m.C.
110,140oC

EA㌘Ⅰ)
飽 水

Ⅰト011Fig.1に同じ

25%m.C.調湿

〟

120-25%m.C.
調湿

115-20%m.C.
調湿

板幅測定お
よび D-011
Fig.1より

板幅測定

‖

-
い

-｢

座

..

110,140oC ノケ
10-30----- ------ウ0%m.C.

飽水M →2～2｡.%m.｡. ｢,

25%m.C.- - - --, 絶乾
80,1001し)0-105oC

〟

匡繭二号儀
セットー乾
燥温度

収縮率一平均
乾燥速度

120-25%m.C.--,一-I,- -+ 絶乾
60, 80, 100-1050C

24時間
120-25%m.C.- - - - 絶乾

80,100100-105oC

生材- - - - - → 絶乾
60, 80, 100-105oC

24時間

∃ 〟

115-20%m.C.-- -- - - 絶乾
60, 80, 100-1050C

24時間
115-20%m.C.- -十 一>絶乾

80,100 lワo-ノ105oC

D-012Fig.8に同じ

- 32-

圧縮,引張
セットー初
期含水率

)王縮,引張
セットー温
皮

低湿度に対
する高湿度
乾燥のセッ
トの比較



山田他:木 財 力 学 資 料- Ⅳ

供 試 材 処 理 条 件 測 定

方法 1 条 件 量

D-026
Fig.31

D-026
Fig.32

ヤチダモ
(F.excelsissimaKoIDZ.,i)
シ′ナノキ
(TiliajaponicaSIMK.,⊥)

低圧下に
おける単
板重ね厚
さ測定

セソ

(監 禁ia,nPaiXcuPiciETKAT,AKIAI)

D-030
Fig.4

処

潰
潰
ね
理

(5-10分)

D -031Fig.3QuercuscrispulaBLUME.L ) l 節 材

低圧下に
おける単
板重ね厚
さ測定

140oC-3分
110oC-6分
80oC-10分

ドライヤー乾燥 (140
-80oC,9-13分)

おどり量,おどり
倍数
処理方法
乾燥方法

矢高測定
(スパソ

50cm)

-10%m.C.
50- +80oC

そり,曲り
(節の位置の

影響)
生材(55-65%m
c.節材),
25%m.C.調湿
(節材)

45～65oC

60～80oC

-10%m.C.

-10%m.C.

そり,曲 り
(初期含水率,
節の位置,温
度の影響)

モFT7ehr.e?ru5nS7,rreu3brOaa)ki生材 (90%-･C･)
板幅測定

18.0-6.3-4.4-十2.0%e.m.C.
110 120 130oF

～29 29-35 35-56日

伸縮量一乾燥
時間

0-03 Fig.6の一部

FEi-g?17oL 0-03 Fig･5の一部

FEi-g?171I 0-03 Fig･7に同じ

FEi31721 LO7 Fig･3に同じ

FEi-g?176l L05 Fig･6に同じ

FEi-g?1gi F-03 Fig･11の一部

-33-



木 材 研 究 第43号 (1968)

供 試 材

E-017

Fig.3

E-017Fig.4
E-017

Fig.5

E-017
Fig.7

〟
(男,Rl法)

処 理 条 件

E-017
Fig.ll

E-017
Fig.12

測

方 法 r条

測 長

〟

-170,190,210oC
(～16時間)*

-65% R.Hリ20oC,7日

定

件
1日

65%R.H.F ± 浸水
7日,20oC
6回繰返し

伸縮率差-繰返
し数

伸縮率,伸縮率
差一繰返し数

各方向永久寸法
変化-厚さ方向
の永久変化

/65＼
30-- 90%R.H.

200C
3回-190oC,2.5時間
-20oC,65% R.Hリ80時間
-4回

65% R.H.,20oC,75時間調湿
-170,190,210oC,(～16時間)*
-65% R.Hリ20oCご浸水,20oC

7日 3回 24時間
20oC,75時間調湿
(～12時間)*

- 65%R.H.,20oCF=±浸水,20oC
7日 24時間

〟 l 〟

伸縮率一繰返し
数

伸縮率一熱処理
時間

永久寸法変化一
熱処理時間

65%R.Hリ 20oC,75時間 調湿
→ 170,190,210oC(～ 12時間 )*
→ 65%R.H.,20oCF二二±浸 水,20 cc

7日 3回 24時間

swfc?tqeptZd:7m-Tb,eRrStyr-)

Kiefer
(Pinus,辺材,T)

I-08 ⊆ 〟

Fig.8 ( 〟 ,R )

/ミ- ケッ ト

(Buche)

I1)30
Fig.7

占i-g?3g l( 〟 〟

〟 伸縮率差-熱
処理時間

飽% oo藩 ･H･廃

?Uz5-･(co･～-%@kg,C-2) 順 蒜

0,15% m.C.調湿

パ ーケ ッ トに コン

クリ- 1､板接着,
8%m.C.調湿

65%R.Hリ
80oCで調湿

/′

測 長

矢高測定

‡ 〟

- 34-

〟

乾燥直後
一･･･････.ユニ-ニー E ===- ･≡ココ

浸水 浸水
80oF,9日200oF,6時間
20oC

0F (飽水)*
105oC
加圧下,3回繰返し

20oC
0,15%m.C.ここ=ゴ(飽水)*

1050C
3回繰返し

23 20oC
70 65%R.H.
500 100時間

収縮率,平衡含
水率,伸縮率一
乾燥処理温度

膨潤応力,含水
率 ,収縮率一時
間

伸縮率一時間
(接着の影響)

光照射(500-11000ル ックス)
～60分 そり-照射時間

･ 巨 ｡一照度



山田他 :木 材 力 学 資 料-Ⅳ

供 試 材 処 理 条件65%R.Hり80oC調醍

測方法F条
矢高測定

件

光賠財(6000ルック ス )～60分
_E】_.EEil

そり一照射時間
(風速による影

響)

二 二一 ~~∴

0
9
4一O

bLI

I
Fi

～

I1)40
Fig.14

モザイクパーケッ
ト

Eiche
(Quercus,⊥)

〟 〟

一一ゝ -+ - 一･十
40 58 40oC
92 18 93%R.H.

～104 -64 -96時間

39,40 54,
92,95 20,
-96 -158,
~=======-E - ;E
40 40
85 95
～50 -46

55Co

20%R.H.
～168時間

一十
530C
20%R.H.
～175時間

-→ 一一-一事
40 55oC
93 20%R.H.
～96 -175時間

-.ナ 一一
40 54oC
93 21%R.H.
～96 -168時間

〟

スライス法
および板幅
測定

ボードのそり,
含有水分 変化
一時間
(乾燥条件に
よる影響 )

40oC
92%R.Hリ～45時間

40 54oC
80-96,-72 22%R.H.,～32時間

40 54oC
95,-72 22%R.Hリ～32時間

-10% m.C.
40～70oC

収縮率一含水率

〟

(莞窟oo忠義慧鮎内･)
Keruing

(D謡 t,erOICarPus･)生 材
矢高測定
(スパソ

9′′)
77oF
45%R.H.,～155日

Keruing

LDJIpvi;r芸アrp2u昌iyr ごルシノ

欠高測定
(スパン
514′′)

飽水- -15

〟

( 〟 , ⊥ )

〟

( 〟, ♂)

幅ぞり一時間
(拘束,熱処聾の影響)

-10%e.m.C.
140 140 140 77oF
84 70 67 45%R.H.

～10 10-1212-3131-155日
飽水- -う15

77 77oF
75 45%R.H.
～10 10-155日

-10%e.m.C.

飽水- -15

-10%e.m.C.

140 140 140 77oF
84 70 67 45%R.H.

～1010-1212-31 31-155日

弓ぞり一時
間 (拘束,
熱処理の影
響)

飽水- -15 -10%e.m.C.

FLi諾55l( "", ♂)

FLi356～( 〟:y ⊥)‡竃%m･C･調〟 (スパン
5%′′)

77 77oF
75 45%R.H.

～10 10-155日
-10%e.m.C.

77oF
45%R.H.
10～160日

- 35-

幅ぞり一時
間
( 〟 )



木 材 研 究 第43号 (1968)

供

L-05
Fig.7

L-07
Fig.2

L-07
Fig.3

L-010
Fig. 1

L-010
Fig.2

試 材 唇 条件
Keruing

Dipterocarpus･レル シノ)-ル接着,2ply,♂

ch
aguS

ee
爪
レ
ノ
着
⊥

LU
-し ゾルシ′

-ル接
.2ply

20%m.
C.調湿

測

そりを拘束して乾燥
AM- --15%m.C.

25DC
75%R.H.
56日

生材- -15- -12- 一十15%R.H･
25 25 25oC
75 60 75%R.班
10 25 21日

生材- -15･- -10- -15%m.C.
25 25 25oC
75 45 75%R.H.
10 25 21日

生材- -15- -7.5--15%m.C.
25 25 25oC
75 30 75%R.H.
10 25 21日

0-03Fig.5に同じ

0-03Fig.7に同じ

Africanmahogany
(Kyaya,#M,i)

レゾルシ′ノ
2ply,

20%m.C.調湿

L-010

Fig.3

L-010
Fig.4

L-010
Fig.5

矢高測定
(スパン
11′′)77oF,90%R.H.で調湿

厚さ方向にお
ける自由端の
最大変形量

条

矢高 測 定
(ス パ ン
4妬′′)

定

件 i 量
I-i壱 ･-)二l貯
問 (拘束,
熱 処理の影
響 )

-10%e.m.C

25cc, 75% R .H .

24日
幅 ぞ り 一 時 間

蔓弓ぞ ｡-

弓ぞ り一時間

77oF,30%R.H,
～155日

77oF,45%R.H.
～152日

45- -9C)- -45%R.H.
77 77 77oF
～118 118-242 242-357日

炉乾- -45- -十90- -45%R.H.
150 77 77 77oF
～9 9.-93 93-217 217′-332日

竿莞禦引 47享- →芋07- - →4757AfR･H･
111') l～118 118-242 242-357日

炉乾- -45- --,9O- ->45%R.H.
150 77 77 77oF
～9 9-93 93-217 217-332日

〟

(スパン
5%'')

45- -90 - -- -45%R.H.
77 77 77oF
～118 118-242 242′-357日

- 36-

幅ぞり一時間
(拘束の影響)

弓ぞり一時間
(拘束の有無
による比較)

i竺 二讐

〟

弓ぞ り一時間
( 〟 )

〟

幅ぞ り-時間

( 〟 )



山田他 :木 材 力 学 資 料- Ⅳ

供 試 材 処理条件

0-03
Fig.4

beech

(fvaiui･,し::I.:.i,:II-~I

測 定

方 法 f 条 件 F 量
翫炉乾- -45- -90-- -45%R.H.芦幅ぞ

20%m .C.

調湿

矢高測定
(スパソ
11′′)

20- -+10%m.C.
77oF
45%R.H.
～115日

20- -10%m.C.
150oF
～90日

間
無
)

時
有
較

l
の
比

り
乗
る

ぞ
拘
よ

弓
(
に

A fricanmahogany

(莞hgfa;2V昌;7A#//~ )

0-03
Fig.6

beech

(Fvaiui･,2V呂;71/~)

20- -10%m.C.
77oF
45%R.H.
～155日

20--10%m.C.
77oF
45%R.H.
～115日

20- -10%m.C.
150oF
～90日

Africanmahogany

(莞㌫ ･,持 lJyV:yi/-)

7%m.C.調湿
(25oC,30%
R.H.)

絶乾 (25oC,

0%R.H.)

12.2%m.C.
調湿(25oC,
60%R.H.)

絶乾 (loo°
C,炉乾)

板 幅
測定

20- -+10%m.C.
77oF
45%R.H.
～155日

幅ぞり一時間
( 〟 )〟( 〟 )

60 90%R.H.
7- - 20羊=± 12F ±7%m.C.
90 90 60%R.H.
250C 2回繰返し

60 30%.RH.
0- - 12- - 20こ±12!:二二=;7%m.C.
60 90 90 60%R.H.
250C 2回繰返し
12.2-20.2-ll.9- 7.0-10.4-19.7-12.0%m.C.

90 60 30 60 90 60%R.H.
～11ケ月

25oC,90%R.H.

100oC,炉乾
10回繰返し

縮

r
係
度
歪
東
影
)

伸
率
関
湿
(
拘
の
響

beech
(Fagus,R,T)
Scotsplne
(Pinus,R,T)

770王∴90%R.H.
で調湿

測 長
902 45%R.H.

～100日

p-029
Fig.6

素材,ミク ロト-
ム切片 (L)

飽 湿
摺 妾,1日i30%-･C･- 絶乾

伸縮量一 日数

フィブリルおよび細胞
に現われる華断歪,収
縮率一含水率

脱 リグニソ処理 (リグニ
ン含有率8%)無処理材
(29,26%m.C.)

32-26%m.C.
2絶乾

乾燥- 内部残留歪

フィブリルお よび細胞
に現われる秀断歪一含
水率

供 試 材 処理条件

northernredoak
(QuercusrubraL.,T)

測

方 法 l条 件 t
C-02
Fig.19
より計算

- 371

定

弾性歪一伸縮歪



木 材 研 究 第43号

測

(1968)

定
_l三!.
エリ.

Shorea,0.37-
0.65心,辺材,
R,⊥

〟

B-08
Fig.36,37,39

生材 (75-28% m .

C.)

生材 (75-28%m.
C.)

ラ ワ こ/

(gkh?06r笹 庫 ,8-43

ラワソ

(6.h505Y,eai,0･140～)
メダンジョンコソ

(0.41-0.54,R,⊥)
アサダ

(8.si石y～a.7a723究 alS)ARC･
ブナ

(Fa5g3ul.C.r7e.n.a# BILU"E,

TiliajaponicaSIMKリ0.37-0.57,T,R,⊥

Tiliajal)onica
SIMK.,0.39-
6.0,T,良,⊥

B-0101崇Fig.67,68
B-010
Fig.70,
71,74,
75,80,
81,83

B-010
Fig.72,
76

B-010
Fig.78

a-012
Fig.89,
90,92,
93,95,
96

505503)38ヽノ4)9
(Lino,エ(Lj(%ー材m材14m材m材65ふ生%生～%生%生～m

生材(115-25%
m.C.
)

〟

生材 (18-45%
m.C.)

生材 (24-58%
m .C.)

生材-一十5-19-8.5-11%m.C.
71,106, 10,24,
189時間 34時間

生材--4-8--9%m.C.
128 35時間

(天然乾燥)

生材--5-19…-7-9%m.C.
85-165 40-160

時間

生材--6-5.5--7.5-9%m.C.
368 85時間

生材--5へ･5.5--7-8%m.C.
368 85時間

生材--5.5-7.5--7-10%m.C.
368 85時間

生材--7.5-ll.5--8-10%m.C.
88 34時間

生材- 一十5-16- --,6-11%m.C.3-192 75-.92時間

生材- -4.5-6.5- -
192 91時間

Tiliajal)onica
0.37-0.55

FaguscrenataBLUME,
0.55-0.64

FaguscrenaiaBLUME,
0.54.-0.64,R,T,⊥

天然乾燥
材 (14-
28%m.C.

含水率,伸縮率
一板厚 (乾燥の
経過および積み
重ねの影響)

含水率,収縮率

〟

( 〟 )

生材- -6-7- -6-7%m.C.
112 68時間

生材- -5-12.5--6.5-9%m.C.
28-165 24-102時間

生材- -5-12.5- -6.5-9%m.C.
76,165 24,64時間

生材- -5--6.5-10.5%m.C.
36 6時間

天然乾燥材

- 38-

50oC-93時間
60oC-72時間
70oC-43時間

-7.5-15%m.C.

/′

( 〟 )〟

( ′′ 〕

〟( 〟 )

′ヽ〃〃iZq

//

(〟)



山田他 :木 材 力 学 資 料- Ⅳ

供献文

B-014
Fig.9,
10

B-016
Fig.6
B-016
Fig.7

試 材 処理条件

スギ

(C,瑠toNT,e賀'iaponica)
スプルース
(Picea,T,i)
ベイヒ(Cupressus,T,⊥)
赤ラワン
(Shorea,T,i)
自ラワン
(Peniacme,T,_i)

蒸煮材 (32-
80%m.C.)
生材 (27-93
%m.C.)

測 定

条 件
rg
Eヨ

スライ
ス法

蒸煮材
生 材

→10-4%m.C.

53- →92oC
85- -27%R.H.
432時間

E-04Fig.4 に同じ

E-04Fig.6 に同じ

伸縮率
一板厚

B-016
Fig.8 C-02Fig.4 の一部

B-017
Fig.1

B-017
Fig.2
B-017
Fig.3

northernredoak
Q uercusrubraL.,
0.51-0.60,T

B-016Fig.4に同じ

生 材 80 140oF
l12 56日

乾 燥

B-021
Fig.6

B-024
Fig.1

(conditioning) --40-90oC o,120日
0.5-96時間

セット量一時間

140時間+5日間

crenaia BLUM E, 生材 (65
%m.C.)

→10%m･C･l竺驚静 含水率

--10%m.C.
～127時間

ト
増
含

ツ
の

.

便
座
優

B一刀24
Fig.2

B-024
Fig.3
B-024
Fig.5

B-024
Fig.6

B1)27
Fig.57
58,60,
61

ILOI Fig.8に同じ

redoak

(望uercusborealis･
(生 材)*(生 材)* 35～60oC

～64日

Gonysiylu s ban canusBAILLリR ～71時間

90-5%m.C.調湿
(スライス片)

シ′ナ

(.Tis;a～'85047icRa,SI"K･,)

生材 (40-
106%m.C.)

-4%m .C.

〟 信.～5%m.｡丁 →絶乾

縮
歪
間

収

時

歪 量 , 含水率一
時 間

収縮率一処理含
水率

生材--6-12.5--6.5-8%m.C.
166, 270 47,85
時間 時間

含水率,伸縮率
一時間 (乾燥経
過および墳み重
ねの影響)
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供

northernredoak

(gu5elriu.S.6r.u,brTaL･･)
C-02
Fig.25

C-012
Fig.5

C-0 12

Fig. 6

C-012
Fig. 7

C-012
Fig.8

C-012
Fig.9

C-012
Fig.10

C-012
Fig.ll

C-012
Fig.12

/′

( 〟 )

Fagus cren ata
BLUME,心材,R

測

方 法 l条

E-04Fig.5に同じ

E-04Fig.6に同じ

生材--10% m.C. 室温
～75日,/-30日

生材(60-90%m.C.)--8-10%m.C.一一
60oC 12%e.m.C.

40～90oC
～140時間 ～116時間

60oC 12%e.m.C.
40～90oC

～140時間 0.5-100時間

董生材喪 ;*8忘10%m'事変 益
生材- -8-10%m.C.- -

60oC 12%e.m.C.
～140時間 40-90oC

1-96時間
生材- -8-10%m.C.- -

60oC 12%e.m.C.
～137時間 40-90oC

1-96時間

キ リ

(PaulowniaiomeniosaSTEUD.,心材,R)
ブナ

(FaguscrenaiaBLUME,心材,R)
カ バ

(BetulaTauschiiKoIDZ,心材,R)
ミナ ノキ

(TiliajaponicaSHIMONKAI,心材,R)
レッ ドラワン

(ShorednegrosensisFoxw.,心材,R)

〟 (〟)

〟 (〟)

〟 (〟)

〟 (〟)

〝 (〟)

ナ ラ

(宣言三r,?VestmG TLgS誓 昌晶子r･RgrOSSeSerrata)
シオジ･

(FraxinusspaethianaLINGELSH,心材,R)
ア/レモ ソ

(ShoreaeximiaScHEFF,心材,R)

〟

定

件 】 量

セット量一時間

20oC,75%
R.Hリ3日

20oC,75% R .班 .

～ 120日

20oC,75% R .H .

～100日

20oC,75%R.H.
～100日

生材--8-10--
60oC 12%e.m.C.
～210時間 60oC

～120時間

- 40-

収縮率 (絶乾ま
で)残留歪,令
事革一噂間__

歪, 含水率
- con d iti o n ing

時間

歪稀算値
-conditioning

時間

歪 積 算 値

- conditioning

温 度

20oC,75%
R.Hリ3日

歪検算値
-condi-
tioning
時間
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材

C-012
Fig.13

処 理 条 件 測 定

方法t条 件

年材~-8～10%m･C ･~→. 60cc 12% e.m.C.

(SpTaEuioDT,nf'邑Lo,meRntOSa) lt =270時間 ⊥63 'O;C誌 誌

C-012
Fig.14

プナ
(謡 ;S;renataBLU"E,)

20oC,75%R.H.～92日

jart二､
一 ･里

蛋,含水率
-conditioning
時間

20oC,75%R.H.～140日

C-012
Fig.15

〟
( 〟 )
キ リ

(SpTaEuioDT,Zilad,omantosa
シ′ナノキ

(記itiaoSIKaE?,ni,C蒜 ,R)

生材一一8-10%m.C.一一
60oC 12%e.m.C.
～210時間 60oC

～100時間

20oC,75%R.H.
3日

歪横算値
-conditioning

時間

シ′オジ

(EIrNaGXEiLnSuHS,諾haG,hiaRna)
ナ ラQuercusmongolica
grosseserrataREHD.
WILSリ心材,R

japonicaSHIMONKAI,

C-012
Fig.16

レヅ ドラワソ

(喜hooxrwe7,7fhgwr?seEsis)
ア′レモ ソ

(FLY;r,eaReXimiaScHEFF-

シ′ナノキ

(慧;a,悪 onicaSHI"0"K
キ リ

(謡 ,owRniaiomeniosaSTEVD･･)
カバ

(.Ji':[:LILIlJ
ブナ

RTauschiiKoIDZ･･)

(FLla#TS這renaiaBLU"E･)

生材--8-10%m.C.1-
60oC 12%e.m.C.
～210時間 60oC

～100時間

生材--8-10- -12%m.C.
60 40～90oC
～140 -120時間

生材--8-10- -12%m.C.
60 40～90oC
～137 -120時間

測

パ

高

ス

矢
定
(
ソ 10
cm)

～30日

20oC,75%R.H.
～120日

20oC,75%R.H.
～100日

20oC,75%R.H.

～30日

20oC,75%R.H.
～92日

20oC,75%R.H.
～92日

20oC,75%R.H.
～120日

20oC,75%R.H.
～140日

放置 日数
-condト
tioning

時間
一歪着算
値

C-012
Fig.17

C -012 1 (

Fig .18 iヵバ

生材一一8-10%m.C. -
600C 12%e.m.C.
～137時間 60,90oC

72,-24時間

スライス法
および矢高
測定 (スパ
ン10cm)

230oBC･75%R･H･LSoLiCnOgndi

生材一一8-10%m.C.
60oC

〟

〟 )

BetulaTauschii
KoIDZリ心材 ,R/

～137時間
生材--8-10%m.C.

60oC
～137時間

生材一一8-10%m.C.
60oC
～140時間

12%e.m.C.
40～90oC
･7- =ヨコ

12%e.m.C.
60oC

矢高測定
(スパソ

10cm)
20oC,75%R.H.

矢高一歪積
算値

C1)12
Fig.19

矢高一取除
いた厚さ

- 41-
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文献芦供 試 材

C-014
Fig.12 Faguscren ata

BLUME,0.60

FCi-g?1147･ jl18

C-014
Fig.38

C-014
Fig.39

C-014
Fig.40

函 l

〟

FDi-g?1Ej 〟

処 理 条 件
生材(65-100%m.C.)

- --7-12%m.C.

刺方法F条

定

件 t 量スライス
片の矢 高
測定

生材 (70%m.C.)

生 材 (68% m.C.)

生材 (73%m.C.)

生材- -15- -10- -10%m.C.
(放置)

～45日 ～30時間 ～5日

生材--68-10% m.C.-- 絶 乾

( slicing)

生材--73-8%m.C.--絶乾(slicing)

生材 (70-77% -･C･)寵 イ

細 魚.ii3Tlru7.S.6C6r,isi?l畏BLUME,)

D-026
Fig .1 718

6022一ObbDFi

D-026
Fig.
21
22

D-026
Fig.
23

D-026
Fig.25,
26

E-03
Fig.5,
12

77 -10%m.C.
60oC
60%R.H .
～150日

矢高測定(スパン
46cm)

ミズナラ

( 〟 )
ノヽ ノレニ レ

Ulmusdavidian,aPLANCH.
∀ar.japonicaNAKAI,T,良
イタヤカニデ

(11ズ+"'節*)AL)匝 (60-75%- ･C･)

( "" )i 〟

生材(55-65%m.C.)

25%m.C.調湿

/′
(スパン

50cm)

霞 t;hr-.ecTru:n喜節 車重 ∃ 垂

- 42-

収縮率-含水
率 (材切断の
影響)

含水率,伸縮
率一時間

セッ 1､量一時
間

生材- -9%m.C.-一十
50,60oC 70oC

O,12時間
crookの欠高
(conditioning
の影響)

生島=霜 編 .?C 毎 ぞ ｡,crook
0-48時間 1-処理時間

生材- -10%m.C.一一+絶乾
80oC

crookの最 高
欠高 -含 水
翠,節径

crookの矢高
-節の存在個所

(節径の影響 )

生材 - 10%m.C
45～65cc
60′～80oC

-10%m.C
60′～65oC
75--80oC

crookの矢高
節存在位置,
乾燥温度の影
響

90- - 35---,10%m .C.
110 130oF
～ 28 28-50日 筈禁裏募票一時間
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文 献 - 供 試 材 処 理 条 件
測 定

方 法 】条 件 l 量
northernredoak

(.Q.u5e77CuTSrubraL･,)】生材 (90%-･C･)

18.0-6.3-4.4-2.0%e.m.C.
110 120 130oF

～29 29-35 35-56日17.5-,5.7-4.4-2.0%e.m.C.110 120 130oF
～22 22～25 25.-32日

5-4.8-2.5%e.m.C.
120oF

～17 17-38日

〟 生材 (90%m.C.)
スライ
ス法

18.0-6.3一十4.4-2.0%e.m.C.
110 120 130oF

～29 29-35 35′-56日
17.5-4.8-2.5%e.m.C.
110 120oF

～17 17～38日

収縮率一乾
燥時間

〟

(心材,0.5"1～｡.6.,T)
生材(80-87%m.C.)

18.0-4.4%e.m.C.
80oF

～96日

伸縮率,収縮率,
含水率一乾燥時間

18.2-3.8-2.3%e.m.C.
95 99oF

～50 50～63日

18.0-2.6%e.m.C.
140oF

～29日

E-04
Fig.7

〟

18.5-6.3--4.4
35 110 120oF
～3535-59 59-61日
--2.0--12.2%e.m.C.

130 180oF
61-6969-76日

FEi-g?481t 〟

20.4-6.8%e.m.C.
80oF

～105日

60%m.C.調湿
20.4-6.8%e.m.C.
80oF

～126日

FEi-g?130 i F103Fig･6に同じ
E-010

Fig.4
F-03Fig.10に同じ

E-010
Fig.7

F-03Fig.17に同じ

FEi-g?180l F-03Fig･19に同じ
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文 献 l供 試 材 ≡処 理 条 件

Fig.6 (Betulalutea)

二 ∴

E-025
Fig.9
E-025

Fig.10
E-025

Fig.12
E-025

Fig.14
E-025

Fig.15

-
･-

3
1

iI.i

スライス
法

定

量
5%m.C-- - -

9%e.m.C.
150oF-62%R.H.
170oF-67%R.H.
190oF-71%R.H.

30時間

生材 ｡71% -･C･) E " i生材& F-,'讐 蒜

〟 芦 〟

//

l

】

yellowbirch
tulaluteaMICHX
辺材,T

FPiLg?4針 re(dQ uOea,Bus, ⊥ )

E-044

Fig. 6

E-044

Fig. 7

F-01

Fig.5

F-01

Fig.6

F-01

Fig.7

)

〟 l 〟

生材
(70-80%m.C.)

生材一一6%e.m.C.
180oF

生材--12%m.C.

80oF

生材--4%m.C,

80oF

red oak

(Quercus,心材,T) 生材 (90% m .C.)生材

≡blackgum

NASRSsaH,aqG穿,caT)

板幅測定

生材- -ゝ7%m.C.
220oF,～24時間

生材- -7%m.C.
220oF,～28時間

ケースハー ド
ニング一時間

歪一乾燥時間

伸縮率一乾燥

時間

収縮率一乾燥

時間

L
(予備乾燥)- 7%m.C.

220oF,～32時間
歪一乾燥時間

(予備讐Bi)FT～芸㌘Tp品 憎 悪率-乾燥

(予備乾燥)- 7%m.C.
220oF,～32時間

収縮率一乾燥
時間

生材- -6.5%m.C .-絶乾
7日 (表層)

生材- -7.3%m.C.-絶乾
2日 (表層)

生材- -7.2%m.C.-絶乾
2日 (表層)

6%e.m.C.--m--- -
180oF
～930分

12%m.C.--
12%e.m.C

収縮率分布

ケースハードニ
ソグー時間

′′

i昌蒜 二⊥二L8'時間F(被覆材も含む)
4%m.C. -

4%e.m.C.
180oF,- 8時間

〟 i 35%1;Tbc･

//

( 〟

乾燥中の応力
分布

12.9--ll.4--,4.8%e.m.C.
i昌6-~~~~~′詣岩箪し●'ll'し●惟壁率

時間3～4 4-6日

E-03Fig.6に同じ

H-02Fig.1の-増β

E-03Fig.11に同じ

red oak

(Q u ercus, 心材, T)
｢官 許二二二 二;

g 禁 .e･Bm･C･

E-04Fig.7の-一部

E-011Fig.6に同じ
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二三~i百両 五
(equalizing,
conditioning)

乾燥中の応
力分布
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供 試 材 処 理 条 件

SWeetgum
Lignidambar
styraciflua,T

飽水一一(slicing)

飽水--(slicing)34oF,30%R.H.

方 法 l条
スライス片の矢高
測定およびスライ
ス法より計算

スライス
片の矢高
測定

件

-7oF-80%R.H.
34oF-80%R.H.,浸水
80oF-0,30,65,83,9O,97%R.H.,浸水,

～2000時間

量

定

厚さ方向の弓
ぞり,応力分
布

弓ぞり一時間

飽水- - - -(slicing)
-7～360oF 80oF
低湿度 30%R.H.

80oF
30%R.H.,o

飽水 (130%m.C.)一一5%m.C.(slicing)
80oF
30%R.H.
～2100時間

月
日

一鎧

o
I

お
イ
高

定
ラ
欠

測
ス
の

幅
び
片
定

価
は
.T.I,雨

揺

.率
問

収
率
水
時

I水
含
煉

り
含
層
乾

ぞ

I外

一

弓
率
内
差

飽水- -(slicing)
-7～360oF

飽水- - - -(slicing)
-7～360oF80oF

30%R.H.,14日

スライス
片の矢高
測定

熱

件

L
度
条
)

り
温
理
響

ぞ
理
処
影

弓
処
(
の

F-03
Fig.13

k g E

飽水- -
160oF

- -(slicing)
80oF
O%R.H.,2日
- 1-(Slicing)
80oF
30%R.班.,2日
- -(slicing)
80oF
65%R.H.,2日

- -(slicing)
80oF
80%R.H.,2日
- -(slicing)
80oF
90%R.H.,2日
- -(slicing)
80oF
97%R.H.,2日

-0-18%m.C.
34～320oF
-100時間

飽水 -(slicing)
370oF
O%R.H.,～1時間

- 0%m.C.
0,1日

- 6%m.C.

0,1日0,1日

- 16%m.C.

0,1日

- 19%m.C.

0,1日

一一 21%m.C.

0,1日

80oF,30%R.H.

弓ぞり-関係湿
皮

弓ぞり一乾燥処
理時間-含水率

処理直後
L 一一-- 111 ->
80oF
30%R.H.,0,6日

弓ぞり-乾燥処
理時間

17.5--5.5--3.4--3%e.m.C.
135 135 160oF

～27 27-41 41′-51日

含水率,収縮率,伸縮量一一時間

伸縮率一時間

S-01
Fig.3
S-01

Fig.4

E-025Fig.7に同じ

E-025Fig.12に同じ
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乾燥- 割れ,コラプス

供 試 材

クスノキ
A-013
Fig.2

A-013
Fig.3

A-013
Fig.4

A-015
Fig.1

A-015
Fig. 3

B-021
Fig.8

B-021Fig.9

D-028
Fig.12

D-028
Fig.13

E-09
Fig.1,2

Cinnamomum Camphora
SIEB.,0.30-0.56,心,
辺材,早材,氏,T

飽水

ロータリー単板
(ブナ,T)

処 理 条 件

飽水 (96%m.C.)
100oC

飽水(132,102,83%m.C.)
100oC

(132,102,斬 C.),100oC

測

方法 壬粂

飽水,100oC-0%m.C.-飽水,ユ00oC
80OC

飽水,100oC-0%m.C.-飽水,100oC
80oC

飽水,1.｡O｡一｡%m.｡.J 6｡O｡

飽水,100oC-0%m.C.--E600C
27oCh0%m.C.-飽水,100oC

飽 水 (140%m.C.) 測 長

飽水材木口処理

(雷撃 惣 誤 三島 ,を三Z:V讐謡 )ブナ
(芸密 S這てenita BLU"E･)
BeiulaTauschiiKoIDZ.

令
(
(
(
(
(
(
(
(
(

.

0

0

6

キ

モ
O
.

ノ
ク
ダ

ナ

一
チ
ソ

板

シ
チ
ャ
セ
ウオルナッ
プナ 0.63

47

ー
59
T

o
･53
0
I
-
I

ナラ 0.68,

T

.)
0
.)
)

ミズナラ

(gLuUe:CETS0?r71bs,puia)
シ′ナノキ

(EllHKa.,]ba.p3077;cl)
バクチカソ

95-57%m.C.
調湿

煮沸処理(100oC,6.5-120時間)

＼ノ

＼.ノ.

T
)
T

61,T)

Parashoreaplicaia
BRANDIS,0.57,⊥

Gonystylusbancanus
BAILLリ0.54,⊥
ミズナラ

(BQLuUe:CET.?r7ti,puia)
ク′レウィソ

12%m.C.調 湿 台
板(ラワソ)に各樹
種化粧単板貼布
(メラミソ樹脂接

着)
表層 9.9%m.C.

20-120%m .C.
調湿

PopulusXeuramericana
GuiniercvLdNS.,0.75,

Eucalypusregnans
(辺,心材,T)

20-70%m.C.
調湿

生材- -15.-20%m.C.
75,110,160oF

- 46-

件
-6%m.C.

50--'65oC
74%R.H.-
185時間

132,102,8 3 - - 0 % m .C.
8 0 oC

.ヒ_L
｣_U.

木口面鏡収縮
率-容審密度

含水率一木
口面積収縮
翠,収縮率

飽 水- -0%m.C.
80oC

飽 水- -0%m.C.

60oC
飽水- -0%m.C.

27oC
飽水- -0%m.C.

80oC

-30%m.C.

70～40→80oC

含水率,収縮率一
側端からの距離

収縮率-側端か

らの距離

-0%m.C.

9 .9--41.4--6.1%m.C.
浸水 乾燥40 400C
4 20時 間

10回繰返 し

20-120%m.C.
100,80,60oC

(乾湿球差 20oC以上,5oC)

20-70%m.C.
100,80,60oC

伸縮率
(合板構

成による
差異)

初期割れの
程度一初期
含水率 (戟
燥条件によ

る差異)

(乾湿球差)56:t'L三ivtv,5oC)L/T(撃 墜 蟹
に よ る差
輿)

15-20- -12%m.C.
75oF
60%R.班.

-11一･ 一1一一 1- ､→

(steaming)
2時間

収縮率一樹高
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供 試 材 処 理 条 件rd

redwood
Sequoiasempervirens,
T,R

E-022
Fig.6

E-022
Fig.7
～10

E-026
Fig.2,
3

測

方法 Ir条
生材 (70-200%m.C.)

冷凍処理
(?1～～7 品 )
生材 (70-200%m.C.)

冷凍処理

に 誓 逼蒜B2]5oC) 宣 再 材軒

定

件 l 畳

塞綻 ~冷凍処

版縮率一一冷凍処
理時間

生材,冷凍処理
(110%m.C.) 〟 r】嫁 材瓦 宣.静 ･C･収縮率一含水率

mnuntain,
ash

(i･regnans･)

生材を

処理

200C
38oCIOO%R.Hリ～14日

54oC 〟

82oC 〟

110oC 〟

137oC 〟

(生材)*--12--12%m.C.--,絶乾
20 100oC
63 100%R.H.

E-026
Fig.6

Victorianmountainash

(E･regy!ans,T)
Tasmanlanmountainash
(E.regnans,T)
karri
(E.diversicolor,T)
silverash
(Flindersiabubescens,T)

〟 /′

縮

.復

l
理

収
率
回
率
処

P.H.-回復率,
収縮率

E-026
Fig.7

Victorianmountainabh
(E,irregnanS,T)

E-029
Fig.1,2

Paci丘cmadrone

(Sur皇禁 Rn等nZiesii)

生材,水蒸気蒸留処理材
n-プロピル アルコール浸漬
材, a-プロピルアルコール
浸漬材の水蒸気蒸留処理材

E-029
Fig.3,4

E-029
Fig.5,6

Californiablackoak

(guEeWrBC.TSRT ggii)
Paci丘cmadrone

(Sur霊禁Tm,eRnZiesii)
E-029
Fig.7

Californiablackoak

(guEeWrBC.TSTk,eiloggii)
E-030
Fig.1,2

E-030
Fig.3,4

Paci丘cmadr(/ne

(?UrRb禁 ,S;蒜 等 てsii)

浸水材
cellosolve浸潰材
n-プロピルアルコール浸漬
材

-隈 堅買姦輩理

生材 -
水蒸気蒸留処理-
n-プロピルアルコ-ル浸漬-
n-プロピルアルコール
浸漬材の水蒸気蒸留処理一､

110～276oF

収縮率
一乾燥
温度

〃

最水 l ----- --'
cellosolve浸潰- -
n-プロピルアルコ-ル浸漬-

.)212oF

n-プロピルアルコール
浸漬材,n-プロピルア
ルコール浸漬材の水蒸
気蒸留材

悪 霊 …蔓漂君の水蒸気蒸留材I〟
cellosolve浸潰- -
cellosolve浸漬材の水蒸気蒸留-

E-030
Fig.5,6

Californiablackoak
kelloggLi
辺材,T,R

n-プロピルアルコール浸漬材
n-プロピルアルコール浸漬材
の水蒸気蒸留材

E-030
Fig.7,8

cellosolve浸潰材
cellosolve浸漬材の水蒸気蒸留材
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n-プロピルアルコ-ル浸潰-
n-プロピルアルコ-ル浸潰材
の水蒸気蒸留-

cellosolve浸潰-
cellosolve浸漬材 の 水蒸気蒸留-
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供献文

E - 0 3 2

Fig. 5 ,6

E-032Fig.9
E-032
Fig.12

試 材

Californiablackoak

(気uEeWrBC:S,Lkhe許 gTg,i忘 )

P aci丘cmad rone

(?UrRb:ctHuF,,岩e# iis,iiR)

処 理 条 件

刺

方 法 【 条 件

生材中の水を
エチレソグリコールモノエ
チル エーテル (E.M.E.)
ジメチルホルマイ ド(D.M.F.)
メタノーノレ
塩化亜塩水溶液

で置換処理,生材を熱処理,生材
生材中の水を

Californiablackoak

(思uEeWrBC.TSJLlkkl響 畠)

Paci丘cmadrone

(?UrRb;ci≡?,TL憲 ,ieii,iR)

E.M.E.
ジオキサソ
アセトン′
酢酸

で置 換処理,

生材中の水を E.M.E.

で置換処理

215oF,0%R.H.
-→ --,- -絶乾
110 160 215oF

O%R.H.

--絶乾~｢押E=キ飽水215T,0%R.H.

l董■
_申_

処理の
違いに
よる収
縮率

含水率,E .M.E.
含有率,表面張
力ー収縮率

碧空- →15-→12%m.｡.- →

E-037
Fig.1,2

E-037

Fig.3,4

E-037
Fig.5,6

Eucalyptus
camaldulensis
(オース トラ
リア産,心,
辺材,T)

飽 水-NHaCbl浸漬(30oC,
1ケ月),

飽 水

Eucalyptusgigantea
(オーストラ1)ア産,心,辺材,T)

〟

(イスラエル産,T)

E-037
Fig.7

E-047
Fig.6-
8

E-047
Fig.9

E-048
Fig.1

E-049
Fig.2

Eucalyptus
camaldulensis

(芽三言三誼 ,7雫,)

Po♪ulustrem uloides
MICHXリ⊥

〟

Eucalyptusrostrata
(辺材,T)

regnan S

(L,T)

塁芦 ｣【

FEi-g?449】

′⊥Uー
飽水160,11075｡F
飽和

飽水 75oF
-12%m.C.

飽水～ -宍誌1浸漬(4週間)

飽水- -NHaCbl浸潰(4週間)-飽水

飽水一茂 浸漬(30oC,1ケ月)Jl〟飽水

飽 水 】板幅測定

飽和
飽水

(steaming)
212oF
0,2時 間

--チ
(steaming)
212oF
0,2時間

収縮率

一諾acbl濃度

記宗一 -12%m･C･- -
75oF (steaming)

212oF,0,2時間

宗 12%m'C.~潤 kcfU:N,90F-F

〟

2 12oF
24時間

140-170oF
40-70%R.H.

～180分

コラプス発生時間
一関係湿度,温度

20%e.m.C.
飽水-ZnC12溶液浸潰- -

20oC,～1ケ月30%e.m.C.

0.5〟NaOH浸漬(65oF,-2週間)
蒸留 水浸漬(65oF,～4日間)

〟 (300oF,～6時間)
〟 (300oF,～4時間)

コラプス-
ZnC12溶液濃
皮

- -12%m.C.- -
(気乾) (steaming)

収縮率一

処理時間

0.05がNaOH 浸演(158oF,～7,-17時間)
0-1NNaOH 浸漬(158oF,～7時間)
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供 試 材 処 理 条 件 測 定

方 法 l条 件 l 量

Eucalypius
r eg n an S

(R,T)

0.25% NaC102浸漬(158oF,～7時間)
蒸留水浸潰(158oF,～7時間)

I-,12%m.C.- -
(気乾) (steaming)

収縮率一処
理時間

Paci負c
madrone

E-050
Fig.1

Arbutus
menZieSLn
PURSH.,心材

生材--20%m.C.-- --18.9%m.C.
120oF 160oF 18%e.m.C.
7日 24時間 1週間

生材--20%m.C.-- 一･- --13･6%m･C･
120oF 160oF130oF13%e.m.C.
7日 24時間 1週間

生材--20%m.C.-一 一- 一一1,9.2%m.C･
120oF 160oF130oF8%e.m.C.

24時間

18.9%m.C

13.6%m.C
9.2%m.C)

- ･一･ゝ

212oF
100%R.H.
4時間

- -8%m.C.
180oF

体積収縮
率
- reCOn-
ditioning
前の含水
率

E-050
Fig.5

回復率
-recoditioning時間

Australian
Eucalyptus
(T)

生材 (120,40%m.C.) 120--17 -19%m.C.--絶乾
(reconditioning)

40%m.C. -&乾.

収縮率-
含水率

Eucalyptus
reg n an S

(T)
生 材

高湿度,低湿度,104oC,140oC
材温度- コラ
プス量

EucalyptusCocos
nucijTeraLINN.,
他の 広,針葉樹
(T )

コラプス回復一
密度

Eucalyptus
delegaiensi s(T) 生材 (コラ プ ス材)

(生材- -12% m.C. -)*
(recondtioning)

収縮率一樹木に
おける地上から
の高さ

(生材--絶乾 -)*
(reconditioning)

収縮率一年輪数

E-026Fig.6の一部

Eucalyptusregnans
F.pubescens(T)

redgum

(guulCeanlsyifius(T)Camal1

38.～138oC
～14日

回復率一処理時間

yEN-NaOH水溶液浸潰190oC
～45時間

収縮率一時間

E-037Fig.7に同じ

E.delegatensis,
E.regnans(T)

飽水 (100-110%m.C.)

100-110 -15-0%m.C.
116,138,160oC

110-90 -14%m.C.
20oC

収縮率一含水
翠 :コラプス
% /含水率変
化一含水率

mountainash

(㌢calUyfLi2.S.賃等ans)

生材 -
4,15%e.m.C.
120,150,180oF

- -12- - -- -12%m.C.
100%R.H.
2時間

収縮率 (試片
取 り,木口シ
ールの影響)

生 材 4%e.m.C.
150,180oF→60,30,12%m.C磨 ㌢ 板苧

- 49-



木 材 研 究 第43号 (1968)

柿

引
U

9一O
bb

p
Fi

mountainash
E･regnans
M UELLリT,

Fig･町

p-09

hgTJ90 〟 IT･R･L)

p-028
Fig.1

Eucalyl)tus
gigantea(T)

生材 (97-
1 36%m.C.)

､.
■
.■

.

.~
~
.~
-

..~lIL.ー-/~.-J

測

膜潤
い

′′ : /′

】

4,15%e.m.C.
110,150,190oF
24-89%R.班.

〟-12%m.C. - ---12%m.C.
(reconditioning)

212oF
-- -,0%m.C.
220oF

0,15%e.m.C.
75.220.285DF

定

乾率
直

縮
温

収
燥

- --12%m.C.- -0,0,0'm.C
(reconditioning) 220oF

212oF
NaCl水溶液浸漬- -

150oF

0,12%m.C.
75,220,285oF

〃

材温度

-- 二一 二 二- 1 12,0,0'm･C･- -0%m･C･iブ ス 量

(reconditioning) 2208F ∈

生材-那-一 - --A-+12%m.C.
4,15%e.m.C.
190oF
38,89%R.H.

- - -12%m,C.-10%m.C
(reconditioning)

212oF

- --,12,%m.C.

収縮率
分布

収縮率 (母材お
よび位置による
相違)

4%e.m.C.

150oF,31%R.班 .
…- ---->12%m.C.-10%m.C

(reconditioning)
212oF

220oF

収縮率
(寸法効

果および
木取 りの
比較)

生材--11%m.C.--絶乾

- .- -→絶乾
(conditionlng)

10分

収縮率-年輪数 (早,晩
材の差異)

文 献

粘 弾 性 補 遺

日 本

有馬孝縫,高温度下における木材の圧縮クリープ,木材誌,13,37(1967).
太田 基,坪田禎之,2-plylaminatedwoodの疲労に関する研究 (第4報),2plylami-

A-60

matedwoodの繰 り返し曲げによる疲労についての一考察,木材誌,13,131(1967). A--61
SADOH,T.andH.URAKAMI,RheologlCalpropertiesofwoodtreatedWithpolyethylene

glycol.Ⅰ∴ Comparison betweentherheologlCalpropertiesofPEG-treatedwood
andofwater-Sorbedwood,木材誌,13,323(1967).

SADOH,T.and H.URAKAMI,RheologlCalpropertiesofwood treated with poly-

ethyleneglycol. ⅠⅠ:Effectofmoisturecontentand moisturecontentchange,

木材誌,13,327(1967).

A-62

A-63

大沼加茂也,斉藤寿義,加熱圧締による薄板の収縮率について,木材工業,13,463(1958).B-47
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大沼加茂也,斉藤寿義,木材の収縮経過に関する2,3の考察,杯試報,-No･116,75(1959)･C-01

中川 宏,木材乾燥による板の変形,荷重による板の擁みに影響する温度と含水率,北林拒

研報,No.351(1964).

中川 宏,熱気乾燥における板材の収縮士変形に関する研究,北林試研報,No.48,1(1966)･

ア メ リ カ

MosLEMI,A.A.,Dynamicviscoelasticityin hardboard,ForestProd.J.,17,No.1,

25(1967).
GARDNER,R.,E.J.GIBSONandR.A.LAIDLAW,Effectoforganicvaporsonthe

swellingofwoodandonitsdeformationunderload,ForestProd.Jリ17,No.4,50

(1967).

YIANNONS,P.N.andD.L TAYLOR,Dynamicmodulusofthinwoodsections,Tappl,

50,40(1967).

HILL,R.L.,Thecreep behaviorofindividualpulp丘bersundertensilestress,

Tappi,50,432(1967).

ド イ ツ

PERKITLNY,T.,J.STEFANIAKundZ.RU,NICKI,Einflu13YonDruckspannungenaufdie

Quellungund SchwindungdesHolzes,HolzalsRoh-undWerkstoff,16,410
(1958).

LAWNICZAK,M.,EinfluL3derErwarmungvon Rotbuchein Wasseraufdasrhe0-

10gischeVerhaltenbeizyklischerBelastungquerzurFaser,HolzalsRoh-und

Werkstoff,25,5(1967).
LAWNICZAK,M.undA.KopEC'･STANISZEWSKA,Verhalten vongedampftem und un一

gedampftemRotbuchenholzbeiDruckbeanspruchungundEntlastung,HolzalsRoh-

undWerkstoff,25,88(1967).

LAWNICZAK,M.,EinfluBderTrocknungsbedingungenaufdieFormanderungenwieder-
befeuchtetenHolzesbieDauer-Biegebelastung,HolzalsRoh-undWerkstoff,25,
304(1967).

KALNIN'sA.JリT.A.DARZIN'S,A.D.JUKNAundG.Ⅴ.BERZIN'S,Riga,Physikalisch一

mechanischeEigenschaftennitAmmoniakchemischplastiaziertenHolzes,Holz-

technologie,8,23(1967).

イ ギ リ ス

GIf%SON,E.J.,Creepofwood,rateofwaterandeffectofachangingmoisturecon-
tent,Natllre,206,213(1965).

そ の 他

EGNER,K.andPIJAGFELD,Investigationsonfingerjointedplanksaftermanyyears
continuou畠service-behaviourunderrepetitivetensilestress,translated from

BerichteausderBauforschungNo.47,2(1966),C.S.Ⅰ.R.0.trams.No.8531
(1967).

E-40

E-39

G-4

G-5

Ⅰ-103

Ⅰ-048

Ⅰ-104

Ⅰ-105

K-010

0-6

Q-8

水 分 応 力 (ⅠⅠ)

日 本

鈴木 牢,木材の乾燥による応力と歪について,日林講 (第62回),217(1953). A-05

浅野猪久夫,木材の落込みの研究,日林講 (第64回),320(1955). A-014
鈴木 撃,木材の加熱乾燥による収縮について,木材誌,2,43(1956). A-03

簡本草造,単板乾燥における木口割れ及び波打ちについて,木材志,2,88(1956). A-015
浅野猪久夫,木材の落ち込みの研究 (第2報),木材志,2,104(1956). A-013
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大倉精二,小沢勝治,高島恵治,竹入勝美,木材のねじれ狂い,木材誌,7,205(1961).

大倉精二,小沢勝治,木材のねじれ狂い (第2報),木材誌,8,105(1962).
小原二郎,加圧収縮に関する2,3の実験,木材工業,4,508(1949).

天塩川木材,米国コ一社 ドライヤーについて,木材工業,9,573(1954).
小倉武夫,木材の乾燥中に生ずる歪,木材工業,10,440(1955).

簡本卓造,単板乾燥における木口の割れ及び波打ちの防止法,木材工業,12,99(1957).

A-017

A-018

B-05

B-025
B-016

B-019

井阪三郎,プラスチックス板オー/i-レイ製品の反り,木材工業,14,425(1959). B-04
後川卯三郎,化粧合板のヒワレについて,木材工業,14,534(1959).

七沢喜男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅰ)概説及びラワン材の乾燥について(1),

木材工業,15,58(1960).

七沢善男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅰ)概説及びラワン材の乾燥について (2),

木材工業,15,121(1960).

七沢善男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅱ)メダンジョソコソ及びブナ材の乾燥,
木材工業,15,278(1960).

七沢吉男,歪取 りを考慮した木材乾燥の実際 (山t)シナ材の乾燥 (1),木材工業,15,380
(1960).

小倉武夫,木材乾燥によって生ずる応力,木材工業,15,425(1960).

七沢善男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅲ)シナ材の乾燥 (2),木材工業,15,435
(1960).

寺沢真,人工乾燥スケジュールについて (1),木材工業,16,372(1961).

寺沢貢,人工乾燥スケジュールについて (2),木材工業,16,419(1961).

七沢善男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅳ)100oC以上の高温乾燥について (1),

木材工業,17,51(1962).

野間達-,厚材の人工乾燥について,木材工業,17,68(1962).

七沢吉男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅳ)100oC以上の高温乾燥について(2)完,

木材工業,17,107(1962).

七沢善男,歪取りを考慮した木材乾燥の実際 (Ⅴ)天然乾燥材の乾燥,木材工業,17,358
(1962).

野間達一,木材乾燥スケジュール決定の方法について,木材工業,17,562(1962)

寺沢 巽,木材乾燥中に生ずる歪について,木材工業,18,354(1963).
寺沢 真,木材乾燥スケジュールの簡易決定法,木材工業,20,216(1965).

七沢善男,小林正憲,ランバーコア-合板の反 りに及ぼすマソボ材の含水率の影響につい

て,木材工業,20,241(1965).

井坂三郎,梅原誠,木材の狂いに関する研究,林試報,No.71,121(1954).
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